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研究成果の概要（和文）：　本研究では，非言語的な情報の保存，共有，理解法として医師の描くシェーマに着目し，
先天性心疾患を対象として，視覚情報（シェーマ）と文字情報（診療情報）とが結合するデータベース構築に必要な技
術を，Scalable Vector Graphics（SVG）で記述されたベクトルシェーマを用いて開発し，先天性心疾患患者の様々な
情報を統合的に扱うことができることを小児循環器専門医の協力のもと，調査・検証した．
　ベクトルシェーマを介したデータ連携によって，先天性心疾患患者のシェーマ及び疾患名が整理保存され，データベ
ース化できる可能性が示唆され，開発・試作したシステムが有用であることが示されたと考える．

研究成果の概要（英文）： In this study, I focus on the schema drawn by the doctors as preservation, 
sharing and understanding method of non-verbal information. For the congenital heart disease, I was 
developed the technology needing to database construction combining the visual information (schema) and 
characteristic information (medical information) using "Vector Schema" described by Scalable Vector 
Graphics (SVG). Then, with the cooperation of the pediatric cardiologist, it was investigated and 
verified that the system can handle a variety of information of congenital heart disease patients.
 By data linkage through a vector schema, it was organized and conserved schema and disease name of 
congenital heart disease patients, suggesting the possibility of a database, and prototype system has 
been shown to be useful.

研究分野： 医療情報学
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図 2 手書きシェーマの例 

１．研究開始当初の背景 
  先天性心疾患は新生産児の約 1％に発症し
（12,000 人/年），生まれつきの異常としては
最も頻度の高い疾患である．先天性心疾患と
いえばかつては子どもの重篤な病気であっ
たが，医療技術のめざましい進歩により患者
の 95％以上が救命され，90％以上が成人期
に達するようになってきた．その結果，現在
では成人患者数が小児患者数を上回り，さら
に，約 40 万人の成人先天性心疾患患者は，
今後も年間約 1万人の割合で増加する見込み
である．しかしながら，成人患者が受診する
循環器内科医の多くは，複雑な心臓の構造異
常を伴う先天性心疾患の診療に馴染みが薄
く，患者は年齢から小児科を受診することも
できない．このように行き場を失った患者が，
全国で増加して社会問題化しつつある． 
 これらの成人先天性心疾患患者の多くは，
小児期に行われた根治手術後も様々な問題
を抱えている．例えば，疾患特有の遺残症や
続発症により遠隔期に再手術が必要となる
ことや，加齢とともに難治性不整脈や慢性心
不全が出現して症状が悪化することも少な
くない．さらに術後の複雑な血行動態に，生
活習慣病のリスクや，女性では妊娠や出産に
際するリスクが加わり大きな問題となるた
め，先天性心疾患は成人循環器疾患の重要な
一領域となりつつある． 
 以上の理由から，先天性心疾患患者の生涯
にわたる臨床情報，特に複雑な心臓の画像情
報，これまでに行われた手術所見，心血管造
影検査や心エコー検査などの動画像を，正確
に整理保存しデータベース化（図１）するこ
とが，医療の現場では可及的に解決の必要な
問題となっている． 

 
 
２．研究の目的 
 シェーマには，イラストと文字情報を組
み合わせることによって，①医師が検査施
行者（技師など）に検査内容を伝える際の
補足として用いることができる，②医師間
による所見レポートなどの補足として用い
ることができるなどの特長がある．このよ
うな点を生かし，臨床現場では，医師が紙
面に手書きしたシェーマと言葉を用いて，
自らの頭の中にある形態や機能を表現し，
患者や連携する医療従事者らと認識の共通

化を図っている（図 2）． 

 
 一方で，先天性心疾患はその構造を把握
し血流動態などを理解することが重要とさ
れるが，血管や心室などの接続関係が複雑
な病態であるため，非専門家には理解しが
たく，患者の個人差に対応した理解しやす
いシェーマを作成するにも，経験のある専
門医でも時間と手間がかかることが問題と
なる． 
 本研究では，非言語的な情報の保存，共有，
理解法として医師の描くシェーマが非常に
重要な役割を果たしていることに着目し，先
天性心疾患を対象として，シェーマと診療情
報との連携を可能とする統合患者情報デー
タベースを実現するため，視覚情報（シェー
マ）と文字情報（診療情報）とが結合するデ
ータベース構築に必要な技術の研究開発を
行い，異種情報連携の新規技術を開発，シス
テムの試作を行い，小児循環器専門医の協力
の元，シェーマを介し，先天性心疾患患者の
様々な情報を統合的に扱うことができるこ
とを調査・検証することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
 まず，ベクトルシェーマ作成インタフェー
ス（図 3）を基に，ベクトルシェーマと診療
情報との連携を可能とする技術を開発する． 

 ベクトルシェーマシステムでは，電子的
なシェーマに，形態的異常，病名などのキ
ーワードを登録し，このキーワードやポッ

図 1 システム概念図 

図 3 ベクトルシェーマ作成インタフェ
ースの画面（一部） 



プアップを使ってシェーマをグラフィカル
に見つけ出すことが可能である． 
 データベースの実現のためには，視覚情報
（シェーマ）と文字情報（診療情報）を簡便
に相互連携させることが必要である．そこで，
XML により記述されたベクトル画像記述言
語である Scalable Vector Graphics(SVG)で
記述されたベクトルシェーマを，情報を視覚
的に扱うことのできる連携のインタフェー
スとして用い，疾患名などと連携させる技術
を開発する． 
 また，システムの有用性を評価するため，
システムの試作を行い，小児循環器専門医の
協力の元，シェーマを介し，先天性心疾患患
者の様々な情報を統合的に扱うことができ
ることを調査・検証する． 
 
４．研究成果 
 視覚情報（シェーマ）と文字情報（診療情
報）を簡便に相互連携させるため，SVG フォ
ーマット中に病名を示す”disease”タグを
定義することによって，シェーマと診療情報
が連携できるものとした（図 4）． 

 具体的には，SVG ファイル中”disease”タ
グのテキスト情報が変更される（疾患名が変
更される）と，システムの画面中に表示され
ているシェーマの画像情報がそれに対応し
て変化し，表示画面を操作してシェーマの形
を変えれば，それに対応した”disease”タ
グ内の疾患名が変更される．それぞれで変更
した情報が相互に反映されることによって
シェーマと診療情報が連携可能な仕組みと
した．XML での記述によって構造化されたシ
ェーマの特徴を活かし，個々の疾患名などの
テキスト情報と画像情報であるシェーマと
を相互に紐付け，形態異常を視覚的に表現し
ながら文字情報として格納することを可能
とした． 
 また，電子カルテに記載された診療情報の
一部と，シェーマデータベースを統合させた
先天性心疾患の患者情報データベースの試
作を行い，小児循環器専門医の協力のもと，
その有効性を調査・検証した．その結果，シ
ェーマと疾患名の連動性が向上し，頭の中に
ある過去症例を疾患名によって少し変化さ
せれば簡単に再編集できる，また，シェーマ
と疾患名を連動させることによって，後進の
教育にも役立つことがわかった． 
 ベクトルシェーマを介したデータ連携に
よって，先天性心疾患患者のシェーマ及び疾

患名が整理保存され，データベース化できる
可能性が示唆された．開発・試作したシステ
ムは有用であり，本システムはシェーマを介
し，先天性心疾患患者の様々な情報を統合的
に扱うことのできるシステムであると考え
る． 
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